
【学習習慣形成の素地となる環境づくり（五者連携）】実践例第５章

町内ＰＴＡ主体による学習習慣形成のためのパンフレット制作・活用の取組
～氷川町ＰＴＡ連絡協議会～

自ら計画を立てて学習できる子供の育成に向けて、家庭でどのように子供に関わればよいか
を、町内５校のＰＴＡ（氷川町ＰＴＡ連絡協議会）が協力してパンフレットを制作し、町内全
ての小中学校で活用している。

子供の学習習慣形成のために保護者
がどのように関わればよいかという視
点で、発達段階に応じてパンフレット
にまとめています。「熊本の学び推進
プラン」も参考にし、子供をやる気に
させる学習環境づくりや保護者の声か
けのポイント等が掲載されています。
保護者が主体となって作成している

ので、子供の実態を捉えたものになっ
ており、家庭での学習への働きかけに
つながっています。また、小学校編・
中学校編が両面印刷で作られており、
子供の成長に合わせて活用することが
できます。

小学校編



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈ＩＣＴ活用〉】実践例第５章

タブレットを活用した家庭学習を進める中で、家庭学習の習慣化や主体的な学
習につなげる取組

～菊陽町立菊陽中部小学校～

児童がタブレット端末を自宅に持ち帰り、自ら課題に取り組んだり、ドリルの宿題を行った
りすることで、「家庭学習の習慣化」を目指しています。

〔家庭学習の課題例〕

①の課題では、家庭に持ち帰ったミニトマト

の成長を継続して記録させることができます。

また、②の課題では、日常生活の中から身の

回りのかさの単位を探し、算数の学習と日常生

活の関連を深め、算数を主体的に学ぶ態度を育

成します。

③、④、⑤の課題では、自分のペースで自分

の学びに合った学習をすることができます。特

に⑤のアプリでは、下学年の問題で復習をする

こともできます。児童は自分の進度に応じた学

びをすることで家庭学習への意欲が高まり、主

体的に学習を進めるようになっています。
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【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈ＩＣＴ活用〉】実践例第５章

「主体的な家庭での学び」「家庭と学校のつなぎ」に向けたＩＣＴの活用
～上天草市立登立小学校～

タブレット端末の持ち帰りによる家庭学習での活用が、児童の学習意欲につながっている。

登立小学校の児童は、家庭学習における１つの教材と
して、ドリルソフト等を活用しています。タブレット端
末の持ち帰りの日には、端末に保存している国語、算数、
社会、理科の４教科の教材の中から学習内容を選び、主
体的に、自分のペースで取り組んでいます。採点機能を
活用することで、理解状況をその場で確認したり、保存
機能を活用することで、記録の積み重ねを振り返ったり
することができ、児童の達成感につながっています。
現在、コロナ感染や感染不安等による長期欠席児童に対して、タブレットを配付し、Teams

を使ったオンラインで授業に参加できるようにしています。
今後は、児童の取組に対する通信を利用した評価（赤ペンの返信、進捗状況に対するコメン

トなど）や、保存された記録の活用、見届けと定着に向けたフォローなどの取組を進めていく
予定です。※上天草市では、すべての小中学校のタブレットにアプリ「ドリルパーク」をインストールしています。

また、朝の家庭からの連絡（体温等）では、連絡帳に代わる連絡手段として、ＩＣＴを活用
しています。これまでの手作業から、ワンクリックによる一覧表への整理ができ、業務改革に
もつながっています。



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例第５章

義務教育９年間のスタートからゴールまでを見据えた「主体的に学び続ける力
を育てる」家庭学習を促進する取組

～和水町立菊水小学校・菊水中学校～

「家庭学習指導計画」を全ての児童生徒に配付し、学校と家庭が協力しながら家庭学習の充

実を図っている。

「時間目標」と「主

な学習内容」について

は、発達段階に合わせ、

各学年で検討し設定し

ています。また、「前

学年にプラス」を設定

することで、より充実

した内容になるように

しています。

「家庭での関わり

方」「先生の関わり

方」を明示することで、

保護者への家庭学習に

対する関心と意識の高

揚を図りながら、家庭

と学校が協力して取り

組んでいくという姿勢

を大事にして取り組ん

でいます。

９年間の系統立てた

取組により、見通しを

もって、主体的に学び

続ける力の育成につな

がっています。



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例第５章

家庭学習のめあてを設定した「家庭学習のてびき」による学習環境の整備およ
び自主的、計画的な学習を目指す取組

～山鹿市立三岳小学校～

「がんばれ！三岳っ子 家庭学習の手引き」を活用し、学習に向かう態度を養うとともに、
発達段階に応じた学習の仕方や留意点を子供・学校・家庭が共通理解し、自主的、計画的な学
習を目指して、学校総体として取り組んでいる。

「家庭学習のてびき」では、発達段階

に応じためあてを明らかにし、自主的で

計画的な学習習慣の育成を目指します。

また、学習時間も発達段階を考慮し設

定します。「学習を始める前に」や「学

習が終わったら」等の項目では、学習環

境を整えることについても示しています。

字を丁寧に書くこと、見直すことなど

についても、全員で共通実践ができるよ

うにしています。

手引きを活用することで、学習内容の

確認や学校が目指す学習態度等について

家庭と共通理解ができ、連携した家庭学

習の取組になっています。



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例第５章

家庭と連携し、児童の家庭学習の充実と習慣化を図る取組
～津奈木町立津奈木小学校～

学年ごとに「家庭学習の手引き」を、低学年・中学年・高学年ごとに「家庭学習（自学ノー

ト）６つの約束」を作成し活用している。

「家庭学習の手引き」を作成し、活用することで、家庭と連携しながら児童の家庭学習の充

実と習慣化を図っています。

自主学習に取り組む時のきまりを「家庭学習６つの約束」と称し、低・中・高学年ごとに校

内で統一し、実践することで、児童の主体的な学びにつなげられるようにしています。

「家庭学習の手引き」及び「自主学習の効果と自主学習ノートの良い例」を表裏でラミネー

トして全校児童に配付し、いつでも活用できるようにし、自分で計画を立てて学習できるよう

にしています。



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例
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第５章

家庭と学校が連携して、様々な角度から家庭学習へのアプローチを図ることに
よる、計画的な学習の習慣化に向けた取組

～人吉市立第二中学校～

学校総体として、帰りの会で授業と家庭学習との接続、計画表の作成と教育相談、家庭での
チェックと学校でのチェックに継続して取り組み、家庭学習の習慣化を図っている。

授業の最後に、教科担当者は必ず「自学おすすめボード」を書いて生徒に提示しています。
毎日の帰りの会では、その日の「自学おすすめ」を見ながら家庭学習の計画を立てる時間を確
保しています。
定期テスト３週前には、学習計画表作成の時間を設定し、毎日記録して、保護者にも確認を
お願いしています。また、担任を中心に状況をチェックし、適宜指導・助言を行い、家庭学習
の習慣化と充実を図っています。さらに、学習委員会がクラスごとの学習時間を集計し提示す
ることで「見える化」を図り、学習へ向かう気運づくりに取り組んでいます。

学校通信でお知らせとお願い

実際の学習計画表自学おすすめボード



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈子供編〉】実践例第５章

授業の補充問題や発展問題を家庭学習とリンクさせ、家庭学習の質の向上を
目指す取組

～宇城市立豊野小学校～

家庭学習において「とよのっ子ドリル」等を活用し、学校と家庭が一体となり、授業内容と
リンクさせ、学習内容の定着が図られるように取り組んでいる。

写真等

授業において、終末段階の多くで適

用問題を行っています。その中には、
補充的・発展的な問題も用意しており、
家庭学習の個別化につながるようにし
ています。
また、県学力･学習状況調査の課題克

服プリントや全国学力･学習状況調査の
過去問題等を単元別にまとめた「とよ
のっ子ドリル」を、授業の内容の徹底
と補充だけでなく、家庭学習としても
有効活用し、学習内容の定着につなげ
ています。

問題の一例（算数）

【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈子供編〉】実践例第５章

家庭学習（自主学習ノート）における、学びの連続性を確保するための小中連携
した取組

～小国町立小国小学校・小国中学校～

家庭学習の内容が充実している自主学習ノートを模範として校内に掲示している。特に上
級生のノートを下級生が確認することで、家庭学習のポイントやノートのまとめ方の工夫を

学ぶことができている。児童生徒が家庭学習の取組に見通しを立て、計画的な実施により効
率的に学習できるよう、小学校と中学校が連携して取り組んでいる。

小中一貫した家庭学習を推進するた
めに、家庭学習ノートのまとめ方を統
一し、学びの連続性を確保する取組を
行っています。
ノートに書く項目は、授業で学んだ

内容はもちろん、その日の家庭学習に
おける「めあて」と「振り返り」を記
載する等、自己の学びを振り返る家庭
学習ノートとなっています。
翌日の学校生活への見通しや計画を

立てるために、時間割や準備物等を記
載できる枠も設け、一日の生活を振り
返るノートとしても活用しています。

【廊下に「おぐにっ子ノート」を掲示】



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈子供編〉】実践例第５章

児童の学びを支える、家庭学習習慣や読書習慣の意識付けを図る取組
～益城町立津森小学校～

学習環境の整備、日常生活や学習規律、家庭学習の手立て等について、小学校から中学校の
９年間を系統的、段階的に位置付け、木山中学校区全体で共通実践を進めている。

津森小学校（木山中学校区）では、
「家庭学習の充実」、「読書活動・
ノーメディアデーの推進」を共通実
践しています。
家庭学習や読書の習慣を意識付け

る取組とメディアコントロールの取
組を関連付け、家庭と連携し継続的
に取り組んでいます。児童が記録
カードに取組状況を記録し、保護者
の確認や担任のコメントにより、児
童の実態を把握し、意欲を高めてい
ます。
学校では記録の集計と職員間での

結果の共有を行い、児童や学級の状
態を確認し、新たな手立てを講じて
いきます。


